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ヨ
ハ
ン
・
ゴ
ー
リ
ッ
ツ
の
コ
リ
ュ
キ
ア
ナ
、
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
コ
ロ
ッ
チ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
、 

ル
ド
ヴ
ィ
ー
コ
・
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
「
蚕
の
詩
」
―
ル
ネ
サ
ン
ス
思
想
圏
と
世
界

根　

占　

献　

一

は
じ
め
に

旧
本
務
校
だ
っ
た
こ
の
女
子
大
学
紀
要
に
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
先

ず
は
在
職
最
後
の
年
（
二
〇
一
九
年
四
月
～
二
〇
二
〇
年
三
月
）
に
刊
行
し
た
小

著
『
ル
ネ
サ
ン
ス
文
化
人
の
世
界
』１
を
思
い
起
こ
し
た
い
。
そ
れ
は
文
化
世
界

の
哲
学
的
、宗
教
的
思
想
の
交
錯
や
影
響
を
描
写
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

四
年
目
を
迎
え
て
い
る
が
、
本
論
の
ス
タ
イ
ル
も
変
わ
ら
な
い
。

こ
こ
に
名
の
出
る
人
物
た
ち
は
ル
ネ
サ
ン
ス
と
い
う
時
代
に
属
し
、
様
々
な
人

間
交
際
、
文
化
交
流
の
な
か
で
時
代
を
生
き
て
い
た
。
表
題
に
は
三
人
の
名
し
か

出
て
い
な
い
。
生
年
順
に
並
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
登
場
す
る
者
は
こ

の
数
に
限
っ
て
い
な
い
。
登
場
し
な
く
て
も
そ
の
名
（「
顔
」
と
言
い
た
い
と
こ

ろ
だ
が
）
が
浮
か
ん
で
く
る
者
た
ち
に
も
事
欠
か
な
い
。
行
論
は
各
人
の
注
目
に

値
す
る
と
思
わ
れ
る
点
を
書
き
連
ね
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ら
が
こ
の
時
代
固
有

の
特
徴
と
し
て
映
ず
る
よ
う
に
努
め
た
い
。

当
該
者
が
歴
史
の
渦
中
に
あ
っ
て
眼
前
の
事
象
に
捉
わ
れ
て
い
る
時
で
も
、
後

世
か
ら
見
る
と
、
そ
れ
は
よ
り
大
き
な
文
化
や
思
想
の
世
界
圏
の
な
か
で
生
ず
る

連
関
と
な
り
、
影
響
の
限
り
な
い
広
が
り
に
気
づ
く
。
文
化
・
思
想
圏
は
同
時
代

の
生
者
間
の
み
な
ら
ず
、
彼
ら
に
先
行
す
る
古
代
・
中
世
の
哲
学
・
神
学
や
学
芸

に
従
事
し
た
人
物
を
も
含
ん
で
い
る
。
そ
の
よ
う
な
圏
内
に
彼
ら
の
歩
み
を
位
置

付
け
る
試
み
が
後
世
の
精
神
史
家
に
課
せ
ら
れ
る
。

（
一
）
教
皇
の
町
ロ
ー
マ
と
新
動
向

小
著
で
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
共
和
国
の
他
、
都
市
ロ
ー
マ
と
教
皇
庁
に
か
な
り
の

記
述
が
注
が
れ
た
。
メ
デ
ィ
チ
家
が
姻
戚
関
係
に
よ
り
、
教
皇
庁
と
の
関
係
を
深

め
、
枢
機
卿
か
ら
つ
い
に
は
教
皇
ま
で
出
す
家
門
と
な
り
、
ロ
ー
マ
に
進
出
し
た

こ
と
が
大
き
か
っ
た
。
イ
ル
・
マ
ニ
フ
ィ
コ
と
称
さ
れ
る
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
デ
・
メ

デ
ィ
チ
は
妻
を
ロ
ー
マ
の
貴
族
オ
ル
シ
ー
ニ
家
か
ら
迎
え
、
ま
た
夫
妻
の
間
に
生

ま
れ
た
男
女
の
う
ち
女
子
の
ひ
と
り
を
教
皇
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
八
世
の
家
門

（
チ
ボ
家
）
に
嫁
が
せ
た
。
男
子
か
ら
や
が
て
教
皇
が
レ
オ
一
〇
世
と
し
て
誕
生

す
る
の
は
時
間
の
問
題
で
あ
っ
た
ろ
う
２
。
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
八
世
の
前
は

メ
デ
ィ
チ
家
と
対
立
し
た
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
四
世
（
デ
ッ
ラ
・
ロ
ヴ
ェ
レ
家
）
で
あ

り
、
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
八
世
の
後
は
、
ス
ペ
イ
ン
は
ボ
ル
ジ
ァ
家
の
出
で
あ

る
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
六
世
で
あ
っ
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
六
世
は
両
世
紀
に
ま
た

が
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
教
皇
の
在
職
期
間
は
決
し
て
長
く
な
く
、
し
ば
ら
く
は

一
六
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
も
そ
の
状
況
が
続
い
た
。
そ
れ
は
一
五
世
紀
の
七
〇
年

代
か
ら
一
六
世
紀
の
二
〇
年
代
ま
で
に
相
当
す
る
期
間
で
あ
っ
た
。

一
五
二
〇
年
代
の
メ
デ
ィ
チ
両
教
皇
の
間
に
外
国
人
教
皇
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
（
ア

ド
リ
ア
ン
）
六
世
（
一
四
五
九
‐
一
五
二
三
）
が
選
出
さ
れ
た
。
一
五
二
二
年
一

月
の
こ
と
で
あ
り
、
同
年
八
月
末
日
ロ
ー
マ
で
教
皇
冠
を
被
っ
た
。
外
国
人
教
皇

は
珍
し
い
こ
と
で
な
く
、
す
で
に
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
六
世
の
名
を
あ
げ
た
。
出
身

の
ボ
ル
ジ
ァ
家
は
こ
れ
以
前
に
も
一
族
か
ら
教
皇
が
出
て
お
り
、
イ
タ
リ
ア
半
島

の
教
会
行
政
に
知
悉
し
て
お
り
、「
国
内
」
的
一
門
で
あ
っ
た
。
世
紀
が
さ
ら
に
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一
四
世
紀
に
な
る
と
、
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
時
代
と
な
っ
て
フ
ラ
ン
ス
人
教
皇
は
当
た

り
前
だ
っ
た
の
で
驚
く
こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
教
皇
が
安
定
的
に
ロ
ー
マ
に
住
み
始
め
て
百
年
ほ
ど
後
に
ロ
ー
マ
に
か

な
り
異
質
な
新
教
皇
が
誕
生
し
た
と
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
余
り
に

も
あ
っ
け
な
く
終
焉
を
迎
え
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
記
憶
に
残
り
続
け
る
教
皇
と

な
っ
た
。
二
〇
世
紀
後
半
に
入
り
、
第
二
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
公
会
議
後
十
年
余
り
が

経
過
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
出
身
の
非
イ
タ
リ
ア
系
教
皇
が
登
場
す
る
七
〇
年
代
末

ま
で
、
外
国
人
教
皇
の
再
登
場
は
持
ち
越
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
最
後
の
外
国
人

教
皇
」
と
呼
ば
れ
続
け
た
オ
ラ
ン
ダ
人
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
六
世
は
、
こ
う
し
て
ヨ
ハ

ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
（
在
位
一
九
七
八
‐
二
〇
〇
五
）
が
登
位
す
る
ま
で
四
五
〇
年

余
り
教
皇
史
上
に
異
例
な
存
在
と
な
っ
た
。

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
六
世
伝
を
書
い
た
歴
史
家
は
、
期
待
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
改
革

が
早
々
と
壁
に
突
き
当
た
っ
た
も
の
の
、
短
い
在
位
中
、
教
皇
が
見
知
ら
ぬ
ス
ペ

イ
ン
か
ら
の
巡
礼
者
の
頭こ
う
べに
祝
福
を
与
え
る
文
で
最
後
を
結
ん
で
い
る
３
。
一
五

二
三
年
三
月
二
九
日
棕
櫚
の
日
曜
日
の
こ
と
で
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
人
物
は
イ
グ
ナ

テ
ィ
ウ
ス
・
デ
・
ロ
ヨ
ラ
を
措
い
て
な
い
。
教
皇
は
半
年
経
た
ぬ
間
に
死
去
す
る

こ
と
に
な
る
。
同
様
に
ス
ペ
イ
ン
出
身
な
が
ら
、
無
名
だ
っ
た
デ
・
ロ
ヨ
ラ
に
対

し
、
教
皇
の
相
談
相
手
と
な
る
「
進
歩
的
」
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
（
人
文
主
義
者
）

に
フ
ァ
ン
・
ル
イ
ス
・
ビ
ベ
ス
が
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
名
を
馳
せ
て
い
た
。

教
皇
と
故
郷
を
同
じ
く
す
る
エ
ラ
ス
ム
ス
も
ま
た
忠
告
者
で
あ
り
、
ビ
ベ
ス
と
は

近
し
か
っ
た
。

一
五
二
七
年
、
メ
デ
ィ
チ
家
出
身
二
番
目
の
教
皇
ク
レ
メ
ン
ス
七
世
在
位
中
、

「
ロ
ー
マ
劫
略
」（Il sacco di Rom

a

）
の
事
態
と
な
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
に

は
戦
慄
が
走
る
。
小
著
の
書
き
始
め
か
ら
歴
史
的
問
題
と
し
て
明
瞭
に
「
ロ
ー
マ

劫
略
」
が
認
識
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
数
々
の
資
料
を
知
り
、
研
究

文
献
を
介
し
て
、
こ
の
出し
ゅ
っ
た
い来に
文
化
人
た
ち
、
当
時
の
用
語
で
言
え
ば
、
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ス
ト
が
巻
き
込
ま
れ
る
運
命
を
多
方
面
で
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど

の
重
大
性
を
帯
び
て
い
た
。
多
事
多
難
は
歴
史
の
常
で
あ
る
に
し
て
も
、
こ
の

ロ
ー
マ
劫
略
は
分
け
て
も
高
い
象
徴
性
に
達
し
、
語
り
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な

る
４
。
す
で
に
起
こ
っ
て
い
た
所
謂
宗
教
改
革
に
そ
の
発
端
が
あ
っ
た
ろ
う
。
ル

タ
ー
の
改
革
思
想
は
イ
タ
リ
ア
に
も
流
入
し
、
影
響
を
与
え
て
い
た
。
小
著
で
は

こ
の
視
点
に
も
少
な
か
ら
ず
注
目
し
た
が
、
今
回
は
主
に
カ
ト
リ
ッ
ク
側
の
叙
述

に
留
ま
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
た
対
象
と
な
る
人
物
た
ち
に
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
関
係

者
が
多
い
こ
と
に
も
よ
る
。

三
〇
年
代
に
入
っ
て
、
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
家
の
出
で
あ
る
パ
ウ
ル
ス
三
世
（
一
四

六
八
年
生
ま
れ
）
が
教
皇
位
に
就
く
と
、新
た
な
動
き
が
次
々
に
現
わ
れ
始
め
た
。

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
六
世
と
遜
色
な
い
、
か
な
り
の
高
齢
で
登
位
し
た
た
め
、
そ
れ
ま

で
の
教
皇
た
ち
同
様
、
短
命
で
終
わ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
た
。
だ
が
、
豈
図
ら
ん

や
「
一
五
年
」
に
も
及
ぶ
（
一
五
四
九
年
死
去
）
と
は
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

カ
ト
リ
ッ
ク
改
革
が
前
進
を
見
た
。
好
学
の
士
で
あ
り
、
自
ら
が
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス

ト
で
あ
っ
た
教
皇
の
姿
勢
が
反
映
さ
れ
、
宮
廷
文
化
が
華
や
か
に
営
ま
れ
、
学
識

が
見
込
ま
れ
た
者
が
側
近
と
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ベ
ッ
リ
ー
ニ
は
そ
の

ひ
と
り
で
、
パ
ド
ヴ
ァ
大
学
で
は
哲
学
者
ピ
エ
ト
ロ
・
ポ
ン
ポ
ナ
ッ
ツ
ィ
を
師
と

慕
っ
た
。
ま
た
ベ
ッ
リ
ー
ニ
は
ピ
エ
ト
ロ
・
ベ
ン
ボ
と
近
し
か
っ
た
。
後
述
す
る

ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
コ
ロ
ッ
チ
も
教
皇
か
ら
愛
顧
を
受
け
た
が
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
と

し
て
は
一
流
だ
が
、
宗
教
人
と
し
て
は
平
凡
、
と
高
名
な
史
家
か
ら
判
定
さ
れ
て

い
る
５
。
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
た
ち
の
な
か
に
は
宗
教
倫
理
の
高
い
有
識
者
た
ち
が

い
て
、
コ
ロ
ッ
チ
と
違
い
、
改
革
派
と
し
て
活
躍
す
る
場
が
与
え
ら
れ
た
６
。

ト
レ
ン
ト
公
会
議
（
一
五
四
五
‐
一
五
六
三
年
）
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
こ
の

パ
ウ
ル
ス
三
世
か
ら
で
あ
っ
た
。
ト
レ
ン
ト
公
会
議
は
決
定
的
に
時
代
を
画
し
、

公
会
議
前
の
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
六
世
の
よ
う
な
外
国
人
教
皇
を
生
む
余
地
は
潰
え

去
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
も
の
の
、
同
公
会
議
中
、
英
国
出
身
の
レ
ジ
ナ
ル
ド
・

000-053224-縦-P09-23_根占献一様.indd   10 2024/02/28   9:57:55



― 11 ―

ヨ
ハ
ン
・
ゴ
ー
リ
ッ
ツ
の
コ
リ
ュ
キ
ア
ナ
、
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
コ
ロ
ッ
チ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
、
ル
ド
ヴ
ィ
ー
コ
・
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
「
蚕
の
詩
」
―
ル
ネ
サ
ン
ス
思
想
圏
と
世
界

ポ
ー
ル
が
選
出
さ
れ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
。
た
だ
コ
ン
ク
ラ
ー
ベ
で
捷
利
を
得

ら
れ
な
か
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
と
外
国
人
の
関
係
を
一
律
的
に
処
理
す
る
の
は
難
し

い
。
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
側
近
で
高
位
聖
職
者
と
も
な
る
ポ
ー
ル
は
、
若
く
し
て
イ

タ
リ
ア
に
遊
び
、
パ
ド
ヴ
ァ
に
学
び
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
の
友
人
た
ち
に
も
非
常

に
恵
ま
れ
て
い
た
点
で
、
世
代
も
古
い
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
六
世
と
は
異
な
る
。
ポ
ー

ル
の
支
持
派
、
時
に
霊
的
な
人
々
（
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ア
リ
）
と
呼
ば
れ
る
が
、
彼
ら

が
目
指
し
た
方
向
は
ま
た
デ
・
ロ
ヨ
ラ
ら
と
も
異
な
っ
て
い
た
。

デ
・
ロ
ヨ
ラ
と
そ
の
仲
間
た
ち
が
新
修
道
会
、
イ
エ
ズ
ス
会
と
し
て
公
認
さ
れ

た
の
も
パ
ウ
ル
ス
三
世
の
時
で
あ
っ
た
。
同
教
皇
時
代
に
は
新
大
陸
原
住
民
の
み

な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
の
風
土
、
住
民
事
情
も
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
特
に
わ
れ

わ
れ
の
視
点
か
ら
は
日
本
が
「
発
見
」
さ
れ
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教

が
日
本
に
伝
播
し
た
こ
と
は
世
界
史
的
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
。
同
会
を
導
く

デ
・
ロ
ヨ
ラ
は
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
を
照
準
に
他
の
仲
間
同
様
、
行
動
す
る
生
を
送
っ

て
い
た
が
、
最
後
は
こ
こ
ロ
ー
マ
を
定
点
に
し
、
い
わ
ば
自
ら
が
「
不
動
の
動
者
」

た
る
こ
と
に
よ
り
地
球
上
の
新
旧
大
陸
に
派
遣
さ
れ
る
修
道
士
た
ち
と
の
交
信
に

務
め
た
。
そ
れ
は
ロ
ー
マ
劫
略
か
ら
一
〇
年
後
の
こ
と
で
あ
る
７
。
こ
う
し
て
イ

エ
ズ
ス
会
と
と
も
に
、
古
代
ロ
ー
マ
の
歴
史
的
官
職
、
最
高
神
祇
官
（pontifex 

m
axim

us

）
の
名
を
恣
に
す
る
教
皇
の
い
る
ロ
ー
マ
に
新
た
な
歴
史
の
命
が
注

ぎ
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
二
）
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
人
ゴ
ー
リ
ッ
ツ
と
サ
ン
タ
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ
聖
堂

ロ
ー
マ
劫
略
の
顛
末
で
は
特
に
ロ
ー
マ
在
住
の
文
化
人
の
浮
沈
が
明
暗
を
分
け

た
。
サ
ン
タ
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ
（
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
）
聖
堂
で
の
文
化
活
動
で

知
ら
れ
る
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
人
、
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
（
ヨ
ハ
ネ
ス
）・
コ
リ
テ
ィ
ウ
ス

（Johannes Coritius

）こ
と
ヨ
ハ
ン（
ハ
ン
ス
）・
ゴ
ー
リ
ッ
ツ（Johann

［H
ans

］ 
Goritz

）
は
そ
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
８
。
ゴ
ー
リ
ッ
ツ
は
教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル

六
世
下
の
ロ
ー
マ
教
皇
庁
で
働
き
始
め
、
そ
の
難
に
直
面
す
る
聖
職
者
だ
が
、
交

友
関
係
者
た
ち
か
ら
詩
を
捧
げ
ら
れ
た
『
コ
リ
ュ
キ
ア
ナ
』（Coryciana

）
で
知

ら
れ
て
い
る
。
仲
間
の
聖
職
者
ブ
ロ
ジ
オ
・
パ
ッ
ラ
デ
ィ
オ
に
よ
る
『
コ
リ
ュ
キ

ア
ナ
』
刊
行
は
一
五
二
四
年
と
な
る
。
稀
書
で
あ
る
が
、
研
究
者
た
ち
の
関
心
は

途
絶
え
ず
、
最
近
で
は
フ
ラ
ン
ス
に
新
版
が
現
わ
れ
、
注
目
さ
れ
る
９
。

サ
ン
タ
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ
聖
堂
内
に
は
イ
タ
リ
ア
の
教
会
ら
し
く
見
る
に
値
す
る

作
品
が
多
い
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
関
連
あ
る
彫
刻
と
特
定
の
フ
レ
ス
コ
画
を
話
題

に
し
よ
う
。
聖
ア
ン
ナ
と
聖
母
子
の
「
三
位
一
体
」
は
ア
ル
プ
ス
北
側
か
ら
イ
タ

リ
ア
に
流
入
し
た
崇
敬
の
現
わ
れ
と
言
わ
れ
る
。
中
世
末
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
に
か

け
て
マ
リ
ア
の
母
ア
ン
ナ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る

10
。
サ
ン
タ
ゴ

ス
テ
ィ
ー
ノ
聖
堂
に
は
ア
ン
ド
レ
ア
・
サ
ン
ソ
ヴ
ィ
ー
ノ
の
こ
れ
ら
の
「
三
位
一

体
」
彫
刻
作
品
が
置
か
れ
て
い
た
。『
コ
リ
ュ
キ
ア
ナ
』
に
は
彼
女
た
ち
を
讃
え

る
た
め
に
、
古
代
ロ
ー
マ
の
高
名
詩
人
た
ち
に
見
紛
う
詩
行
が
使
わ
れ
て
い
る
。

異
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
問
題
は
芸
術
的
に
昇
華
さ
れ
て
い
る
観
が
あ
り
、
調
和
を

保
っ
て
い
る
。
ル
ネ
サ
ン
ス
に
発
見
さ
れ
た
「
唯
物
論
者
」
ル
ク
レ
テ
ィ
ウ
ス
の

詩
行
引
用
も
研
究
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
彼
ら
の
邪
気
の
な
さ

を
知
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
発
現
は
、
異
教
の
学
芸
に
理
解
を
示
す
メ
デ
ィ
チ
教

皇
時
代
な
れ
ば
こ
そ
と
も
言
い
う
る
の
で
あ
る

11
。

サ
ン
タ
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ
聖
堂
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
隠
修
士
会
の
長
エ
ジ
デ
ィ

オ
・
ダ
・
ヴ
ィ
テ
ル
ボ
の
司
牧
の
場
に
な
り
、
エ
ジ
デ
ィ
オ
は
同
一
修
道
会
に
属

し
て
い
る
ル
タ
ー
の
上
長
と
し
て
、
北
方
の
同
会
士
が
ま
だ
カ
ト
リ
ッ
ク
修
道

士
身
分
で
ロ
ー
マ
に
来
た
時
に
会
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

12
。
同
聖
堂
は
ナ

ヴ
ォ
ー
ナ
広
場
を
挟
ん
で
、
体
を
捩
っ
た
半
身
像
パ
ス
ク
ィ
ー
ノ
の
い
わ
ば
反
対

方
向
に
あ
る
。
パ
ス
ク
ィ
ー
ノ
に
時
代
批
判
の
詩
文
が
貼
り
付
け
ら
れ
た
の
に
対

し
、
聖
ア
ン
ナ
像
に
は
前
述
し
た
よ
う
に
宗
教
的
、
文
化
的
嗜
好
が
あ
ら
わ
に
さ

れ
た
。
毎
年
七
月
二
六
日
の
彼
女
の
祭
日
を
同
聖
堂
で
祝
っ
た
。
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要
　
第
二
十
六
号

『
コ
リ
ュ
キ
ア
ナ
』
圏
に
は
興
味
深
い
人
物
た
ち
が
現
わ
れ
る
。
後
に
ル
タ
ー

支
持
に
廻
る
ウ
ル
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
フ
ッ
テ
ン
の
名
が
あ
る
。
詩
行
に
は
実
は
ル

タ
ー
の
名
も
現
わ
れ
る
。
ア
ル
プ
ス
以
北
の
地
と
イ
タ
リ
ア
を
比
較
す
る
視
点
も

欠
け
て
は
い
な
い

13
。
ロ
ー
マ
の
魅
力
は
大
き
く
、
ゴ
ー
リ
ッ
ツ
の
ご
と
き
外
国

人
が
「
第
二
の
祖
国
」、「
共
通
の
祖
国
」（patria com

m
unis

）
で
活
躍
し
、
フ

ラ
ン
ス
語
圏
出
身
の
ク
リ
ス
ト
フ
・
ド
ゥ
・
ロ
ン
グ
ィ
ユ
が
こ
の
歴
史
的
都
市
で

名
を
馳
せ
る
機
会
が
訪
れ
る
。
ド
ゥ
・
ロ
ン
グ
ィ
ユ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ロ
ー

マ
市
民
と
な
る
こ
と
は
羨
望
の
的
で
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
の
地
域
ま
で
が
ロ
ー
マ

市
民
と
な
る
か
は
、
ロ
ー
マ
が
か
つ
て
領
し
た
ガ
リ
ア
に
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
で

議
論
が
分
か
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
文
脈
で
同
じ
一
六
世
紀
の
日
本
か
ら
の

使
節
、
天
正
遣
欧
使
節
一
行
が
ロ
ー
マ
市
民
と
な
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
お
き

た
い

14
。「
近
代
ロ
ー
マ
の
地
理
的
拡
大
」
に
よ
り
「
ロ
ー
マ
人
」
も
、
未
知
だ
っ

た
大
陸
や
神
秘
に
包
ま
れ
て
い
た
旧
大
陸
に
も
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
六
世
が
ゴ
ー
リ
ッ
ツ
や
ド
ゥ
・
ロ
ン
グ
ィ
ユ
同
様
に
北
方
人
で

オ
ラ
ン
ダ
の
出
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
教
皇
庁
は
国
際
的
組
織
で
あ

る
が
ゆ
え
に
外
国
人
教
皇
が
生
ま
れ
る
の
は
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
故

郷
を
近
く
に
有
す
る
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
（
あ
と
で
の
一
般
的
呼

称
よ
り
）
の
存
在
な
し
に
は
生
じ
な
か
っ
た
事
態
か
も
し
れ
な
い
。
両
人
は
古
く

か
ら
の
知
り
合
い
で
あ
っ
た
。
ル
ー
ヴ
ァ
ン
大
学
出
の
教
皇
の
学
識
は
高
か
っ
た

が
、
イ
タ
リ
ア
の
社
会
、
文
化
事
情
に
通
じ
て
い
な
か
っ
た
。
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト

た
ち
に
人
気
の
あ
っ
た
メ
デ
ィ
チ
家
初
の
教
皇
レ
オ
一
〇
世
の
あ
と
を
襲
っ
た
た

め
、
ロ
ー
マ
で
極
端
に
不
人
気
で
あ
り
、
一
日
も
早
い
代
替
わ
り
が
望
ま
れ
て
い

た
。
後
継
者
は
再
び
、
前
出
の
メ
デ
ィ
チ
家
教
皇
ク
レ
メ
ン
ス
七
世
と
な
っ
た
。

ゴ
ー
リ
ッ
ツ
の
仲
間
、
同
士
た
ち
（sodales

）、『
コ
リ
ュ
キ
ア
ナ
』
圏
に
も
外

国
人
教
皇
へ
の
憎
悪
が
皮
肉
を
込
め
て
詩
行
に
残
さ
れ
て
い
る

15
。
そ
れ
は
ま
さ

し
くX

enophobia

と
呼
ば
れ
て
よ
い
。

ル
ネ
サ
ン
ス
に
入
り
、
都
市
ロ
ー
マ
自
体
が
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は

指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
一
六
世
紀
前
半
期
は
古
代
ロ
ー
マ

の
建
築
家
ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
の
俗
語
訳
が
現
わ
れ
、
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
は
そ
の
一

書
を
保
持
し
て
い
た

16
。
こ
の
古
典
は
建
築
論
に
留
ま
ら
な
い
豊
潤
な
内
容
を
持

つ
驚
嘆
の
書
で
あ
る
。
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
は
ロ
ー
マ
の
都
市
計
画
に
参
与
し
、
発
掘

が
盛
ん
と
な
っ
た
古
代
ロ
ー
マ
へ
の
考
古
学
的
興
味
を
失
わ
な
か
っ
た
。
早
世

（
一
五
二
〇
年
）
が
惜
し
ま
れ
た
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
で
あ
る
が
、
ロ
ー
マ
劫
略
に
遭

遇
し
な
か
っ
た
こ
と
は
仕
合
せ
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
急
逝
数
年
後

に
勃
発
し
て
い
る
。
ゴ
ー
リ
ッ
ツ
と
そ
の
仲
間
は
常
に
サ
ン
タ
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ
聖

堂
内
で
こ
の
秀
逸
な
画
家
の
絵
「
預
言
者
イ
ザ
ヤ
」
を
前
に
し
て
い
た
の
で
あ
っ

た
。
ロ
ー
マ
暮
ら
し
の
折
、
何
度
も
見
た
こ
の
壁
画
は
先
の
彫
刻
群
を
見
下
ろ
す

形
で
描
か
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
地
理
上
の
発
見
」
を
エ
ジ
デ
ィ
オ
の
視

点
で
語
り
う
る
意
味
で
も
重
要
画
で
あ
る

17
。

（
三
）
コ
ロ
ッ
チ
と
ヴ
ィ
ダ
、
グ
リ
マ
ル
デ
ィ
、
オ
ル
シ
ー
ニ

ゴ
ー
リ
ッ
ツ
の
活
動
圏
に
い
た
、
同
じ
く
教
皇
庁
聖
職
者
、
既
出
の
コ
ロ
ッ
チ

の
名
も
不
十
分
な
が
ら
小
著
『
ル
ネ
サ
ン
ス
文
化
人
の
世
界
』
で
言
い
添
え
る
こ

と
が
で
き
た
が

18
、
本
論
で
か
な
り
彼
を
詳
ら
か
に
し
て
行
こ
う
。
ハ
ド
リ
ア
ヌ

ス
六
世
登
位
に
憤
激
し
た
詩
歌
を
集
め
た
の
も
こ
の
コ
ロ
ッ
チ
で
あ
っ
た

19
。
こ
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ヨ
ハ
ン
・
ゴ
ー
リ
ッ
ツ
の
コ
リ
ュ
キ
ア
ナ
、
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
コ
ロ
ッ
チ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
、
ル
ド
ヴ
ィ
ー
コ
・
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
「
蚕
の
詩
」
―
ル
ネ
サ
ン
ス
思
想
圏
と
世
界

こ
に
は
筆
ま
め
な
知
的
編
集
者
、
好
奇
心
に
富
む
情
報
家
の
コ
ロ
ッ
チ
の
姿
が
あ

る
。
先
の
ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
の
俗
語
訳
で
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
の
た
め
に
貢
献
し
た

の
も
、
こ
の
コ
ロ
ッ
チ
で
あ
っ
た
。
バ
ル
ダ
ッ
サ
ー
レ
・
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
と

ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
の
関
係
は
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
コ
ロ
ッ
チ
と
画
家
の
親

密
度
は
も
っ
と
知
ら
れ
て
よ
い

20
。

ト
レ
ン
ト
公
会
議
を
見
届
け
た
同
時
代
人
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
（
一
四
七
五
‐
一

五
六
四
）
に
は
叶
わ
な
い
に
し
ろ
、
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
半
ば
頃
ま
で

に
及
ぶ
コ
ロ
ッ
チ
（
一
四
七
四
‐
一
五
四
九
）
の
長
い
生
涯
は
、
ロ
ー
マ
劫
略
や

ト
レ
ン
ト
公
会
議
の
始
ま
り
に
も
遭
遇
し
、
ル
ネ
サ
ン
ス
文
化
全
般
を
窺
う
に
足

る
に
十
分
で
あ
る

21
。
そ
の
長
命
か
ら
、
さ
ら
に
浮
か
ん
で
く
る
適
切
な
人
物
は

少
な
く
な
い
。
ゴ
ー
リ
ッ
ツ
圏
、『
コ
リ
ュ
キ
ア
ナ
』
の
ア
カ
デ
ミ
ー
と
、
コ
ロ
ッ

チ
の
交
遊
圏
、
コ
ロ
ッ
チ
・
ア
カ
デ
ミ
ー

22
双
方
に
い
た
マ
ル
コ
・
ジ
ロ
ー
ラ
モ
・

ヴ
ィ
ダ
（
一
四
八
五
‐
一
五
六
六
）
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
聖
職
者
ヴ
ィ
ダ
は
イ
エ

ス
の
一
家
を
ラ
テ
ン
叙
事
詩
化
す
る
『
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ド
』（Christiad. 

キ
リ

ス
ト
物
語
）
を
著
わ
し
、
学
芸
の
復
興
者
と
し
て
の
二
人
の
メ
デ
ィ
チ
教
皇
に
こ

れ
を
捧
げ
て
い
る

23
。
こ
れ
は
当
時
の
人
気
作
品
と
な
っ
た
。

ま
た
ヴ
ィ
ダ
は
養
蚕
に
も
関
心
を
抱
き
、
こ
れ
を
作
品
化
（『
蚕
飼
育
』

Bom
bycum

）
し
て
い
る
。
詩
作
の
背
景
に
文
化
・
思
想
圏
と
し
て
は
農
牧
、
農

耕
に
関
わ
る
古
代
か
ら
の
伝
統
的
な
詩
文
学
が
あ
る
一
方
で
、
実
際
に
当
時
の
イ

タ
リ
ア
で
養
蚕
業
や
絹
織
物
業
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い

だ
ろ
う
。こ
の
作
品
も
ま
た
広
く
読
者
を
獲
得
し
、日
本
の「
キ
リ
シ
タ
ン
の
世
紀
」

を
考
察
す
る
う
え
で
一
段
と
興
味
惹
か
れ
る
も
の
が
あ
る

24
。「
絹
」
問
題
に
は

幕
末
以
来
戦
前
ま
で
極
め
て
高
い
社
会
性
が
あ
り
、
日
本
の
対
外
関
係
を
考
え
る

視
点
と
な
り
う
る
。
こ
の
こ
と
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ
れ
る
世
界
に
あ
っ
た
、
当
時

の
「
キ
リ
シ
タ
ン
世
紀
」
日
本
で
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
多
角
的
な
貿
易
関
係
に

あ
っ
て
絹
は
鍵
を
握
る
品
目
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は

ま
た
後
述
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

コ
ロ
ッ
チ
と
と
も
に
名
を
挙
げ
た
い
、類
似
の
文
化
人
は
ま
だ
ま
だ
存
在
す
る
。

ル
ネ
サ
ン
ス
は
豊
か
な
実
り
を
収
蔵
家
た
ち
に
も
た
ら
し
始
め
て
い
た
。「
盛
期
」

ル
ネ
サ
ン
ス
と
言
わ
れ
る
所
以
が
こ
こ
に
あ
る
。
愛
書
家
と
し
て
知
ら
れ
る
コ

ロ
ッ
チ
は
、
新
登
場
し
た
活
版
印
刷
の
も
た
ら
すincunabula

に
留
ま
ら
ず
、
手

書
き
の
原
本
や
写
本
を
含
め
て
諸
書
蒐
集
に
熱
意
を
示
し
た
。
そ
れ
は
今
日
ヴ
ァ

テ
ィ
カ
ン
図
書
館
の
収
蔵
の
一
部
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
蔵
書
家
の
類

い
に
、
同
様
に
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
図
書
館
な
ど
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
サ
ン
マ

ル
コ
聖
堂
の
枢
機
卿
ド
メ
ニ
コ
・
グ
リ
マ
ー
ニ
（
一
四
六
一
‐
一
五
二
三
）
や
フ

ル
ヴ
ィ
オ
・
オ
ル
シ
ー
ニ
（
一
五
二
九
‐
一
六
〇
〇
）
が
い
て
名
高
く
、
好
ん
で

彼
ら
の
文
化
活
動
が
関
連
づ
け
ら
れ
、
比
較
さ
れ
る
。

グ
リ
マ
ー
ニ
は
そ
の
古
典
的
研
究
に
よ
れ
ば

25
、
芸
術
品
を
含
む
古
代
の
品
々

だ
け
で
な
く
、
当
代
物
、
即
ち
現
代
作
品
に
も
理
解
が
あ
り
、
一
四
七
五
年
生
ま

れ
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
や
一
四
八
三
年
生
ま
れ
の
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
と
の
浅
か
ら
ぬ

関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
は
滅
亡
し
た
東
ロ
ー
マ
か
ら

哲
学
に
通
じ
た
神
学
者
ベ
ッ
サ
リ
オ
ン
を
迎
え
、
携
え
て
来
た
そ
の
蔵
書
は
垂
涎

の
的
と
な
っ
た
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
の
有
力
家
門
の
出
で
あ
る
グ
リ
マ
ー
ニ

は
む
ろ
ん
ベ
ッ
サ
リ
オ
ン
の
私
蔵
書
に
も
注
目
し
て
い
る
。
神
学
と
哲
学
に
明
る

い
グ
リ
マ
ー
ニ
は
プ
ラ
ト
ン
主
義
に
関
心
を
示
し
、
こ
の
期
の
霊
魂
不
滅
論
争
に

通
じ
て
い
た

26
。
こ
の
点
で
マ
ル
シ
リ
オ
・
フ
ィ
チ
ー
ノ
や
ポ
ン
ポ
ナ
ッ
ツ
ィ
と

い
う
論
者
た
ち
と
の
関
係
が
問
題
に
な
ろ
う
。
ま
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
メ
デ
ィ
チ

家
お
気
に
入
り
の
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
ポ
リ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
と
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ピ
ー

コ
・
デ
ッ
ラ
・
ミ
ラ
ン
ド
ラ
に
よ
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
含
む
北
イ
タ
リ
ア
で
の
書

物
探
索
の
旅
は
歓
迎
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
若
死
に
す
る
ピ
ー
コ
の
蔵
書
は
グ

リ
マ
ー
ニ
が
求
め
る
こ
と
と
な
る
。

オ
ル
シ
ー
ニ
家
は
ロ
ー
マ
の
名
門
中
の
名
門
だ
が
、
メ
デ
ィ
チ
家
と
婚
姻
関
係
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に
入
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
イ
ル
・
マ
ニ
フ
ィ
コ
の
長
子

ピ
エ
ロ
も
父
同
様
に
オ
ル
シ
ー
ニ
家
か
ら
嫁
を
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
二
代
続
い

た
こ
と
に
な
る

27
。
フ
ル
ヴ
ィ
オ
は
ロ
ー
マ
劫
略
の
あ
と
に
生
ま
れ
た
新
世
代
の

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
で
、
そ
の
熱
心
な
諸
々
の
蒐
集
活
動
に
は
コ
ロ
ッ
チ
の
影
響
が

及
ん
で
い
る
。
若
い
フ
ル
ヴ
ィ
オ
は
老
コ
ロ
ッ
チ
と
会
い
、
こ
の
思
い
出
を
終
生

大
事
に
し
た
。
ト
レ
ン
ト
公
会
議
世
代
と
し
て
、「
教
会
画
家
」
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
や
「
偉
大
」
な
枢
機
卿
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
と
は
近
し
か
っ

た
が
、
特
に
後
者
の
蔵
書
が
フ
ル
ヴ
ィ
オ
を
惹
き
つ
け
た
の
で
あ
る

28
。
教
皇
パ

ウ
ル
ス
三
世
の
孫
、
同
名
の
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
は
イ
エ
ズ
ス
会

と
の
関
係
も
深
く
、天
正
遣
欧
使
節
来
伊
の
折
の
最
も
目
立
つ
教
会
人
で
あ
っ
た
。

ロ
ー
マ
に
向
か
う
途
次
、
カ
プ
ラ
ロ
ー
ラ
に
あ
る
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
家
の
広
大
な
別

邸
に
同
使
節
は
立
ち
寄
っ
て
い
る
。

（
四
）
イ
エ
ー
ジ
の
人
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
コ
ロ
ッ
チ
と
そ
の
多
様
な
活
動

こ
こ
か
ら
さ
ら
に
コ
ロ
ッ
チ
に
的
を
絞
っ
て
み
よ
う
。
先
ず
は
出
身
地
の
イ

エ
ー
ジ
だ
が
、
マ
ル
ケ
州
に
あ
り
、
同
州
の
県
都
は
ア
ン
コ
―
ナ
で
あ
る
。
ア
ン

コ
―
ナ
は
ア
ド
リ
ア
海
に
面
し
、
イ
エ
ー
ジ
は
内
陸
部
に
あ
る
。
音
楽
好
き
な
方

に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
よ
う
が
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
ペ
ル
ゴ
レ
ー

ジ
（
一
七
一
〇
‐
一
七
三
六
）
を
生
ん
だ
町
で
あ
る
。
た
だ
し
日
本
で
コ
ロ
ッ
チ

よ
り
も
ペ
ル
ゴ
レ
ー
ジ
の
ほ
う
が
名
が
通
っ
て
い
る
と
言
い
切
る
自
信
は
な
い
。

む
し
ろ
、
中
世
の
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
フ
ェ
デ
リ
ー
コ
（
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
）
二
世
が

一
一
九
四
年
仰
々
し
く
生
ま
れ
た
町
、
と
言
っ
た
ほ
う
が
通
り
が
よ
い
か
も
し
れ

な
い
。

コ
ロ
ッ
チ
の
生
年
に
関
し
て
は
幾
つ
か
の
見
方
が
あ
る
。
特
に
一
四
六
七
，
一

四
六
九
年
説
は
有
力
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ー
ジ
で
一
九
六
九
年
に
開
催
さ
れ
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
多
分
に
こ
の
両
説
を
意
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
コ
ロ
ッ
チ
研
究
の
第
一
線
に
い
た
学
者
た
ち
が
参
集
し
て
口
頭
発
表
を
行

い
、
こ
れ
は
の
ち
に
論
集
と
し
て
公
刊
さ
れ
た

29
。
こ
の
論
集
に
三
本
も
載
っ
て

い
る
学
者
が
サ
ミ
ー
・
ラ
ッ
テ
ス
（Sam

y Lattès

）
で
あ
る
が
、
ラ
ッ
テ
ス
が

一
次
史
料
か
ら
見
出
し
た
箇
所
に
よ
る
と
、
生
年
月
日
は
一
四
七
四
年
七
月
二
四

日
で
あ
る
。
こ
れ
は
長
年
コ
ロ
ッ
チ
研
究
を
導
い
て
き
た
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
フ
ァ

ネ
ッ
リ
（V

ittorio Fanelli

）
が
論
集
の
巻
頭
論
文
で
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る

30
。
イ
エ
ー
ジ
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
一
四
六
七
年
と
な
っ
て
い
る
。

実
は
こ
の
生
年
は
、
後
述
の
ル
ド
ヴ
ィ
ー
コ
・
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
と
の
関
係
で
も
注

目
さ
れ
る
の
で
，
あ
と
で
ま
た
言
い
及
ぶ
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
期
の
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ス
ト
の
生
年
が
動
く
の
は
珍
し
い
こ
と
で
な
く
、エ
ラ
ス
ム
ス
や
フ
ェ
ー
ド
ラ
・

イ
ン
ギ
ラ
ー
ミ
な
ど
が
直
ち
に
浮
か
ん
で
く
る

31
。

古
典
籍
、自
筆
本
、古
物
、芸
術
品
、コ
イ
ン
な
ど
の
蒐
集
へ
の
熱
意
と
と
も
に
、

古
代
の
「
度
量
衡
」
へ
の
関
心
が
高
か
っ
た
こ
と
は
コ
ロ
ッ
チ
資
料
か
ら
分
か
っ

て
い
る

32
。
古
代
ロ
ー
マ
の
長
さ
の
単
位
ピ
エ
ー
デ
（
ピ
エ
ー
デ
ィ
）
の
解
明
は

建
築
の
オ
ー
ダ
ー
と
も
関
連
し
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
異
な
る
背
景
が
あ
ろ

う
が
、
長
さ
や
重
さ
へ
の
探
究
心
は
本
邦
の
狩
谷
棭
斎
を
彷
彿
と
さ
せ
ず
に
は
お

か
な
い
。
棭
斎
は
『
本
朝
度
量
権
衡
攷
』
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
江
戸
期
の
文

人
で
あ
る
。
文
献
学
者
た
る
こ
と
が
コ
ロ
ッ
チ
同
様
の
好
奇
心
を
掻
き
立
て
ず
に

は
お
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
文
献
学
に
寄
り
道
を
許
し
て
も
ら
え
る
な
ら
、
次

の
言
を
引
用
し
て
お
こ
う
。
コ
ロ
ッ
チ
ら
と
近
似
の
書
誌
学
者
川
瀬
一
馬
は
、
日

本
思
想
史
の
開
拓
者
「
村
岡
（
典
嗣
）
博
士
が
、
本
居
宣
長
を
位
置
付
け
た
ド
イ

ツ
文
献
学
に
適
っ
た
江
戸
時
代
の
学
者
は
、
実
は
狩
谷
棭
斎
に
置
き
換
え
る
こ
と

が
適
切
か
と
考
え
る
次
第
で
あ
り
ま
す
」、
と

33
。
こ
の
よ
う
な
文
献
学
は
、
宣

長
に
示
さ
れ
る
ご
と
く
彼
我
を
問
わ
ず
言
葉
・
言
語
研
究
を
抜
き
に
は
語
れ
な
い

だ
ろ
う
。

言
語
学
分
野
が
ま
た
コ
ロ
ッ
チ
の
場
合
、
極
め
て
注
目
さ
れ
る
。
ラ
テ
ン
語
、
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ヨ
ハ
ン
・
ゴ
ー
リ
ッ
ツ
の
コ
リ
ュ
キ
ア
ナ
、
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
コ
ロ
ッ
チ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
、
ル
ド
ヴ
ィ
ー
コ
・
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
「
蚕
の
詩
」
―
ル
ネ
サ
ン
ス
思
想
圏
と
世
界

ギ
リ
シ
ア
語
な
ど
の
古
典
語
に
限
ら
ず
、
俗
語
イ
タ
リ
ア
語
と
同
系
統
の
ロ
マ
ン

ス
語
諸
語
（
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
も
含
ま
れ
る
）
に
並
み
な
ら
ぬ
討
究
心
を
寄
せ
た

点
で
比
較
言
語
学
者
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る

34
。
コ
ロ
ッ

チ
の
俗
語
問
題
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
散
文
を
め
ぐ
っ
て
同
時
代
人
の
枢
機
卿
ベ

ン
ボ
と
の
関
連
、
比
較
が
可
能
で
あ
る

35
。
ダ
ン
テ
と
同
時
代
の
ト
ス
カ
ー
ナ
人

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ダ
・
バ
ル
ベ
リ
ー
ノ（
ト
ス
カ
ー
ナ
はBarberino V

al d’Elsa

生
ま
れ
）
へ
の
コ
ロ
ッ
チ
の
関
心
は
そ
の
一
環
で
あ
り
、
ト
ス
カ
ー
ナ
語
の
起
源

が
問
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
興
味
深
い
話
が
あ
る
。
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
の
主
と
な
っ

て
い
た
、
バ
ル
ベ
リ
ー
ノ
家
出
身
の
ウ
ル
バ
ヌ
ス
八
世
（
在
位
一
六
二
三
‐
一
六

四
四
、
一
五
六
八
‐
一
六
四
四
）
は
先
祖
に
こ
の
著
名
な
詩
人
を
求
め
、
俗
語
研

究
に
理
解
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

36
。
ウ
ル
バ
ヌ
ス
八
世
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス

文
化
を
超
出
し
て
豪
華
絢
爛
な
町
と
な
っ
て
い
く
バ
ロ
ッ
ク
期
の
ロ
ー
マ
教
皇
だ

が
、
ま
だ
ま
だ
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
史
と
無
縁
の
教
皇
で
な
く
、
注
目
に
値
す
る

37
。

コ
ロ
ッ
チ
は
以
上
の
よ
う
に
千
篇
一
律
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
像
を
改
め
さ
せ
る

ほ
ど
の
多
彩
な
顔
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
一
種
の
ア
カ
デ
ミ
ー
が
古
代
ロ
ー
マ
の

歴
史
的
地
区
ク
ィ
リ
ナ
ー
レ
の
自
邸
に
形
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー

に
先
行
す
る
、
あ
る
い
は
ま
た
同
時
代
に
並
行
し
て
あ
っ
た
他
の
ア
カ
デ
ミ
ー
が

ロ
ー
マ
で
は
知
ら
れ
て
い
る
。
特
に
一
五
世
紀
の
ポ
ン
ポ
ニ
オ
・
レ
ト
の
ア
カ
デ

ミ
ー
は
名
高
く

38
、
コ
ロ
ッ
チ
が
こ
の
後
継
者
の
よ
う
に
見
え
て
く
る
が
、
性
格

の
異
な
る
点
も
多
い
。
異
教
性
が
高
か
っ
た
先
行
ア
カ
デ
ミ
ー
は
教
皇
パ
ウ
ル
ス

二
世
の
時
抑
圧
さ
れ
、
一
四
七
九
年
、
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
四
世
の
時
に
再
建
さ
れ
た
。

レ
ト
ら
は
ロ
ー
マ
建
国
を
パ
リ
リ
ア
（Palilia

）
祭
と
し
て
毎
春
祝
っ
た
。

コ
ロ
ッ
チ
の
周
囲
に
集
ま
る
交
流
の
場
で
は
中
心
人
物
の
人
と
な
り
に
魅
惑
さ

れ
て
い
た
と
言
い
え
よ
う
。
こ
の
点
で
は
レ
ト
時
代
と
変
わ
ら
な
い
に
し
ろ
、
こ

の
ア
カ
デ
ミ
ー
で
コ
ロ
ッ
チ
に
会
お
う
と
し
て
、
書
き
上
げ
た
作
品
を
献
呈
す
る

者
に
も
事
欠
か
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
よ
う
な
可
能
性
を
持
っ
た
ひ
と
り

に
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
伝
統
あ
る
ロ
ー
マ
・
ア
カ
デ
ミ
ー

に
出
入
り
し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
た
ち
に
少
な
か
ら
ざ
る
知
人
を
も
見
出
し
て
い

た
は
ず
だ

39
。

（
五
）サ
ン
セ
ヴ
ェ
リ
ー
ノ
・
マ
ル
ケ
の
人
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
と
彼
の「
蚕
の
詩
」

ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
の
コ
ロ
ッ
チ
と
の
決
定
的
接
点
を
求
め
る
前
に
、生
地
と
教
育
、

そ
し
て
生
年
を
記
し
た
い
。
先
ず
生
地
だ
が
、
コ
ロ
ッ
チ
と
同
じ
マ
ル
ケ
州
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
県
都
は
マ
チ
ェ
ラ
ー
タ
で
あ
る
。
や
は
り
サ
ン
セ
ヴ
ェ
リ
ー
ノ

は
内
陸
部
で
あ
る
。
マ
チ
ェ
ラ
ー
タ
生
ま
れ
で
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
史
と
関
係
が
浅

く
な
い
イ
エ
ズ
ス
会
士
と
言
え
ば
、
マ
ッ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
が
い
る
。
明
朝
で
利
瑪

竇
の
名
で
知
ら
れ
る
重
要
人
物
で
あ
る
。
地
方
色
が
独
特
に
働
く
イ
タ
リ
ア
に

あ
っ
て
は
こ
の
マ
ル
ケ
の
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
知
る
必
要
を
覚
え
て
い
る
。
ラ
ッ
ザ

レ
ッ
リ
の
学
習
環
境
は
先
ず
は
地
元
で
あ
り
、
父
親
を
早
く
に
喪
っ
て
い
る
が
、

恵
ま
れ
た
教
育
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
こ
れ
に
は
母
方
の
力
が

働
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、兄
弟
た
ち
や
親
族
も
知
的
に
活
躍
し
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
若
く
し
て
詩
人
と
な
っ
た
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
の
才
能
は
群
を
抜
い
て

い
た
。
一
四
六
八
年
、
来
伊
し
て
い
た
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
に

よ
っ
て
桂
冠
詩
人
と
な
り
、
脚
光
を
浴
び
た
。
自
ら
こ
の
こ
と
を
『
キ
リ
ス
ト
教

祭
暦
』（Fasti Christianae R

eligionis

）
に
誇
ら
か
に
詩
行
と
し
て
い
る

40
。

非
常
に
若
く
し
て
古
典
語
が
で
き
、
古
典
詩
に
通
じ
て
い
た
証
し
で
あ
る
。
こ
の

大
著
は
カ
メ
リ
ー
ノ
公
爵
ダ
・
ヴ
ァ
ラ
ノ
家
か
ら
の
恩
顧
を
契
機
と
す
る
。
カ
メ

リ
ー
ノ
も
ま
た
マ
チ
ェ
ラ
ー
タ
県
に
属
す
る
。
ま
た
数
学
と
占
星
術
を
学
ん
で
い

る
が
、
こ
れ
ら
の
学
問
は
密
接
に
関
わ
り
、
ま
た
占
星
術
は
天
文
学
と
し
ば
し
ば

混
同
さ
れ
た
。
日
常
の
う
え
で
も
暦
学
の
う
え
で
も
星
占
い
は
不
可
欠
の
知
識
で

あ
り
、
宮
廷
や
社
会
で
恩
顧
を
受
け
る
た
め
の
必
要
な
手
段
と
も
化
し
て
い
た
。

さ
て
、
肝
心
の
生
年
は
い
つ
な
の
か
。
桂
冠
詩
人
と
な
っ
た
の
は
幾
つ
の
時
だ
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ろ
う
と
誰
し
も
思
う
。
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
の
生
年
は
一
四
五
〇
年
説
が
取
ら
れ
て
き

た
が
、
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
図
書
館
所
蔵
写
本
で
あ
る
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
自
身
の
「
蚕
の

詩
」（Bom

byx

）
か
ら
一
四
四
七
年
説
が
有
力
に
な
っ
た

41
。
い
ず
れ
で
も
若
い
。

そ
し
て
、こ
の
作
品
こ
そ
が
彼
と
コ
ロ
ッ
チ
を
結
び
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。「
蚕
」

（baco da seta
）
が
吐
き
出
す
絹
が
日
本
史
上
、
世
界
を
睨
ん
だ
貿
易
で
重
要

に
な
っ
た
時
代
が
近
年
の
一
九
世
紀
後
半
か
ら
の
一
世
紀
と
、
遠
き
世
の
一
六
世

紀
後
半
か
ら
の
「
キ
リ
シ
タ
ン
の
世
紀
」
に
あ
っ
た
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、

も
ち
ろ
ん
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
に
相
当
す
る
後
者
で
あ
る
。
絹
の
元
に
な
る
「
蚕
」

が
如
何
な
る
イ
メ
ー
ジ
で
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
知
る
好
材
料
と
も
な
っ
て
い
る

作
品
が
「
蚕
の
詩
」
で
あ
る
。
研
究
者
ゲ
オ
ル
ク
・
レ
ッ
レ
ン
ブ
レ
ク
は
ラ
ッ
ザ

レ
ッ
リ
の
こ
の
作
品
を
校
訂
す
る
と
と
も
に
、
先
述
の
ヴ
ィ
ダ
の
同
類
作
品
な
ど

と
の
比
較
を
行
う
有
意
義
な
論
攷
を
発
表
し
て
い
る

42
。

ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
は
ヘ
ル
メ
ス
主
義
者
、
カ
バ
ラ
主
義
者
と
し
て
、
フ
ィ
チ
ー
ノ

や
ピ
ー
コ
の
ル
ネ
サ
ン
ス
哲
学
思
想
圏
に
位
置
付
け
ら
れ
る
重
要
人
物
で
あ
る
。

ま
た
フ
ィ
チ
ー
ノ
や
ピ
ー
コ
に
は
な
い
錬
金
術
に
も
一
家
言
を
有
し
て
い
た
。
献

呈
を
受
け
た
コ
ロ
ッ
チ
に
は
こ
れ
ら
が
欠
け
て
い
る
の
で
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と

哲
学
の
伝
統
の
相
違
が
こ
こ
に
は
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
哲
学
の
ほ
う
は
ル
ネ
サ

ン
ス
か
ら
ギ
リ
シ
ア
語
理
解
の
必
要
度
が
急
速
に
高
ま
っ
た
。
コ
ロ
ッ
チ
の
言
語

能
力
と
し
て
ギ
リ
シ
ア
語
が
い
か
ほ
ど
の
も
の
だ
っ
た
の
か
、
そ
の
見
方
が
研
究

者
に
よ
っ
て
分
か
れ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
ラ
テ
ン
語
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
ま
た
ヘ
ブ
ラ
イ
語
も
難
し
か
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
ラ
ッ
ザ
レ
ッ

リ
は
、
ラ
テ
ン
語
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
ギ
リ
シ
ア
語
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
と
も
出
来
た
。

プ
ラ
ト
ン
主
義
関
連
文
献
の
ギ
リ
シ
ア
語
か
ら
ラ
テ
ン
語
へ
の
翻
訳
活
動
の
中

心
地
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
あ
り
、
フ
ィ
チ
ー
ノ
が
活
躍
し
て
い
た
。
こ
の
フ
ィ

チ
ー
ノ
と
ラ
ッ
ザ
ッ
レ
ッ
リ
の
間
に
は
交
流
の
接
点
が
見
ら
れ
な
い

43
。
ヘ
ル

メ
ス
・
ト
リ
ス
メ
ギ
ス
ト
ス
が
作
者
と
さ
れ
る
『
ヘ
ル
メ
ス
文
書
』（Corpus 

herm
eticum

. H
erm

etica

）
を
と
も
に
訳
出
し
て
い
る
だ
け
に
不
思
議
で
あ
る
。

た
だ
し
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
は
フ
ィ
チ
ー
ノ
の
仕
事
を
知
っ
て
い
た
。
フ
ィ
チ
ー
ノ
の

『
ヘ
ル
メ
ス
文
書
』
翻
訳
は
一
四
七
一
年
ト
レ
ヴ
ィ
ー
ゾ
で
印
刷
さ
れ
た

44
。『
ヘ

ル
メ
ス
文
書
』
全
体
が
『
ピ
マ
ン
デ
ル
（
ポ
イ
マ
ン
ド
レ
ス
）』
の
名
で
広
が
る

最
初
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
翌
年
は
フ
ェ
ッ
ラ
ー
ラ
で
出
る
。
フ
ィ
チ
ー
ノ
の

仕
事
で
は
最
も
版
が
出
回
っ
た
印
刷
本
で
知
ら
れ
、
こ
の
後
も
勢
い
は
世
紀
を
越

え
て
も
止
ま
な
か
っ
た
。
ま
た
写
本
も
多
い
。
北
伊
に
拠
点
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た

ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
に
は
入
手
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
文
書
は
キ
リ
ス
ト
教
と
対

比
さ
れ
て
解
釈
さ
れ
続
け
、
一
六
世
紀
の
七
、
八
〇
年
代
、
枢
機
卿
グ
リ
エ
ル
モ
・

シ
ル
レ
ト
な
ど
が
い
る
教
皇
庁
内
で
ヘ
ル
メ
ス
思
想
の
諾
否
を
め
ぐ
り
、
問
題
に

な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

45
。
日
本
人
ま
で
が
ロ
ー
マ
に
来
た
こ
の
時
代
、「
異
教
」

の
文
化
や
思
想
が
ど
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
て
い
た
か
は
常
に
知
る
に
値
す
る
事
柄

で
あ
ろ
う
。

ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
の
書
き
著
し
た
著
述
か
ら
、
北
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
、

フ
ェ
ッ
ラ
ー
ラ
や
中
部
イ
タ
リ
ア
の
ウ
ル
ビ
ー
ノ
な
ど
の
領
主
国
と
は
親
密
度

が
高
く
感
じ
ら
れ
る
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
内
の
大
学
町
パ
ド
ヴ
ァ
、
エ
ス
テ

家
の
フ
ェ
ッ
ラ
ー
ラ
、
同
じ
く
領
主
国
の
ゴ
ン
ザ
―
ガ
家
の
マ
ン
ト
ヴ
ァ
な
ど
は

北
伊
の
生
ま
れ
で
自
ら
も
領
主
の
血
を
引
く
ピ
ー
コ
の
地
域
で
も
あ
っ
た
と
言
え

る
。
一
四
六
三
年
生
ま
れ
で
、
同
じ
く
早
熟
で
あ
っ
た
ピ
ー
コ
と
の
接
点
が
注
目

さ
れ
る
。
ウ
ル
ビ
ー
ノ
公
国
は
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
の
故
郷
か
ら
地
域
的
に
近
い
も
の

が
あ
っ
た
ろ
う
。南
の
ナ
ポ
リ
王
国
で
は
さ
ら
に
そ
の
関
係
度
が
強
ま
り
、ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ス
ト
た
ち
、
特
に
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ジ
ョ
ヴ
ィ
ア
ノ
・
ポ
ン
タ
ー
ノ
は
ナ
ポ

リ
王
と
と
も
に
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
の
対
話
（Crater H

erm
etis 

『
ヘ
ル
メ
ス
の
ク

ラ
テ
ー
ル（
混
酒
器
）』）に
登
場
し
て
く
る
。
ポ
ン
タ
ー
ノ
は
一
四
八
六
年
に
ロ
ー

マ
で
実
際
に
コ
ロ
ッ
チ
と
会
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。人
物
と
し
て
は『
ヘ

ル
メ
ス
の
ク
ラ
テ
ー
ル
』
に
出
て
く
る
が
、
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
よ
り
も
コ
ロ
ッ
チ
の
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ヨ
ハ
ン
・
ゴ
ー
リ
ッ
ツ
の
コ
リ
ュ
キ
ア
ナ
、
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
コ
ロ
ッ
チ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
、
ル
ド
ヴ
ィ
ー
コ
・
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
「
蚕
の
詩
」
―
ル
ネ
サ
ン
ス
思
想
圏
と
世
界

ほ
う
と
親
し
く
、
大
物
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
の
官
僚
ポ
ン
タ
ー
ノ
と
コ
ロ
ッ
チ
は
誼

が
通
じ
て
い
た
よ
う
だ
。

ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
の
厚
誼
関
係
を
見
て
い
く
場
合
に
は
こ
の
ナ
ポ
リ
王
国
の
広
が

り
を
視
野
に
収
め
て
お
い
た
ほ
う
が
良
い
だ
ろ
う
。
ア
ブ
ル
ッ
ツ
ォ
で
は
ナ
ポ
リ

に
端
を
発
す
る
ア
ト
リ
公
爵
ア
ク
ワ
ヴ
ィ
ヴ
ァ
家
か
ら
恩
顧
を
受
け
て
い
る
。
こ

の
一
族
か
ら
は
や
が
て
イ
エ
ズ
ス
会
総
会
長
が
出
、
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
史
上
も
関

係
が
深
い
。
ま
た
ア
ブ
ル
ッ
ツ
ォ
出
身
と
言
え
ば
、
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
史
で
は
忘

れ
難
い
、
キ
エ
テ
ィ
生
ま
れ
の
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
い
る
。

ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
と
世
界
、
そ
の
思
想
圏
を
考
え
れ
ば
、
マ
ル
ケ
州
と
と
も
に
ア
ブ

ル
ッ
ツ
ォ
州
の
認
識
を
も
深
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

著
書
（
手
書
き
本
）
に
よ
っ
て
は
君
主
へ
の
献
呈
先
は
し
ば
し
ば
変
わ
っ
た
。

当
て
に
し
て
い
た
が
、亡
く
な
っ
た
り
、政
変
が
起
こ
り
、別
の
権
力
者
に
変
わ
っ

た
り
と
慌
た
だ
し
い
。
一
四
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
国
王
シ
ャ
ル
ル
八

世
が
ア
ル
プ
ス
を
越
え
て
イ
タ
リ
ア
に
入
り
、
半
島
を
縦
断
し
て
ナ
ポ
リ
王
国
を

奪
取
し
よ
う
と
す
る
遠
征
が
起
こ
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
時
に
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
は

フ
ラ
ン
ス
王
に
献
呈
し
よ
う
と
す
る
。

一
五
世
紀
は
終
末
論
が
勢
い
を
増
し
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
預
言
者
の
ジ
ョ

ヴ
ァ
ン
ニ
・
メ
ル
ク
リ
オ
・
ダ
・
コ
レ
ッ
ジ
ョ
が
現
わ
れ
た
の
は
八
〇
年
代
か
ら

で
あ
り
、
メ
ル
ク
リ
オ
（
ヘ
ル
メ
ス
の
こ
と
）
の
行
動
は
世
紀
を
越
え
て
フ
ラ
ン

ス
に
移
り
、
そ
の
足
跡
が
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
メ
ル
ク
リ
オ
を
一
段

と
支
持
し
、
師
と
仰
い
だ
の
が
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
で
あ
っ
た

46
。
ロ
ー
マ
で
は
メ
ル

ク
リ
オ
は
教
皇
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
四
世
に
親
し
く
ま
み
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し

て
こ
の
人
物
の
傍
に
は
必
ず
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
が
い
た
。
ヘ
ル
メ
ス
主
義
者
ラ
ッ
ザ

レ
ッ
リ
に
と
り
、
師
は
メ
ル
ク
リ
オ
（
ヘ
ル
メ
ス
・
ト
リ
ス
メ
ギ
ス
ト
ス
）
で
あ

り
、
弟
子
ピ
マ
ン
デ
ル
た
る
自
分
を
「
再
生
」（regeneratio

）
さ
せ
て
く
れ
た

特
別
な
存
在
で
あ
る

47
。

ピ
ー
コ
が
こ
の
ロ
ー
マ
に
現
わ
れ
る
の
も
近
い
時
代
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ラ
ッ

ザ
レ
ッ
リ
と
ピ
ー
コ
の
接
触
可
能
性
は
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
師
メ
ル

ク
リ
オ
と
弟
子
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
も
入
京
し
よ
う
と
し
た
が
、

果
た
せ
な
か
っ
た
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
ピ
ー
コ
の
友
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
が
主
導

す
る
時
代
（
一
四
九
四
‐
一
四
九
八
）
と
な
り
、
社
会
一
般
の
風
潮
が
世
の
終
わ

り
の
様
相
を
呈
し
始
め
て
い
た
。

さ
て
「
蚕
の
詩
」
初
版
（editio princeps

）
は
一
四
九
八
年

48
、
ロ
ー
マ
に

お
い
て
で
あ
る
。
刊
行
さ
れ
た
と
き
は
も
う
と
っ
く
に
コ
ロ
ッ
チ
は
子
ど
も
で
も

な
い
し
、
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
の
ほ
う
は
も
う
生
の
終
末
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
。
亡

く
な
っ
た
の
は
そ
の
二
年
後
、
故
郷
に
お
い
て
で
あ
る
。
随
分
前
に
こ
の
詩
が
で

き
あ
が
っ
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
書
き
物
に
よ
っ
て
は
献
呈
先
が
変
わ

る
こ
と
が
多
く
、
情
勢
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
っ
た
の
に
対
し

49
、
肝
心
の
「
蚕

の
詩
」
は
コ
ロ
ッ
チ
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。
コ
ロ
ッ
チ
は
君
主
で
は
な
く
、
し
か

も
貴
族
の
出
と
は
い
え
ど
も
ま
だ
「
子
供
」（puer

）
と
あ
る

50
。
よ
ほ
ど
の
こ

と
が
な
い
限
り
、
恩
顧
が
じ
か
に
期
待
で
き
る
年
齢
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
か
ら
コ

ロ
ッ
チ
の
生
年
問
題
が
浮
上
す
る
の
で
あ
る

51
。
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
は
わ
れ
わ
れ
の

コ
ロ
ッ
チ
の
誕
生
前
後
か
ら
、
有
力
一
門
コ
ロ
ッ
チ
一
家
の
愛
顧
を
受
け
て
い
た

と
目
さ
れ
る
。
同
じ
マ
ル
ケ
の
出
で
も
あ
る
。
生
誕
を
祝
し
て
将
来
を
見
込
ん
で

書
か
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
た
ち
の
自
筆
原
稿
の
愛
好
者
と

な
る
わ
れ
ら
の
コ
ロ
ッ
チ
だ
が
、
周
囲
が
大
事
に
し
ま
っ
て
お
き
、
印
刷
が
遅
く

な
っ
た
だ
け
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
お
お
か
た
は
ロ
ー
マ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
で
の

ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
コ
ロ
ッ
チ
の
活
動
以
前
に
遡
る
の
だ
ろ
う
。

「
蚕
の
詩
」
は
蚕
が
変
態
、
成
長
し
て
い
く
よ
う
に
、
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
は
子
供

の
コ
ロ
ッ
チ
の
健
や
か
な
成
長
を
望
ん
だ
に
違
い
な
い
。
そ
れ
が
二
五
〇
行
を
超

す
詩
行
か
ら
読
み
取
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
日
々
の
生
活
と
リ
ズ
ム
が
無
理
な
く
謳

わ
れ
る
作
品
は
同
時
代
に
見
ら
れ
た
。
先
述
の
レ
ッ
レ
ン
ブ
レ
ク
は
実
例
作
を
挙
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要
　
第
二
十
六
号

げ
て
こ
の
点
を
指
摘
し
て
い
る

52
。
作
品
を
読
む
こ
と
が
学
習
と
も
な
り
、
訓
戒

と
も
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
他
方
で
、
蚕
の
成
長
と
そ
の
意
味

合
い
の
考
察
に
は
独
自
な
点
が
あ
り
、
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
の
作
品
は
ヴ
ィ
ダ
な
ど
の

作
品
に
繋
が
る
嚆
矢
と
な
っ
た
と
見
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
ラ
ッ
ザ
レ
ッ

リ
独
自
の
思
想
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
詩
行
にpalingenesis

と
あ

る
53
。
再
生
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
転
生
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
深

く
帰
依
し
て
い
た
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
に
は
イ
エ
ス
の
甦
り
が
念
頭
に
あ
っ
た
。
蚕
の

生
態
と
蚕
糸
（
絹
糸
）
に
繋
が
る
過
程
が
神
秘
的
な
宗
教
性
を
帯
び
て
遍
く
変
わ

ら
ず
に
真
理
を
語
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
観
点
は
ラ
ッ

ザ
レ
ッ
リ
が
翻
訳
し
た
『
ヘ
ル
メ
ス
文
書
』
第
一
六
篇
、
そ
し
て
『
ヘ
ル
メ
ス
の

ク
ラ
テ
ー
ル
』な
ど
に
も
窺
う
こ
と
が
で
き
、ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
の
根
本
思
想
で
あ
っ

た
54
。

　
お
わ
り
に

ま
ず
は
、本
論
は
ゴ
ー
リ
ッ
ツ
と
コ
ロ
ッ
チ
を
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

小
著
『
ル
ネ
サ
ン
ス
文
化
人
の
世
界
』
を
補
う
こ
と
が
で
き
た
。
ゴ
ー
リ
ッ
ツ
を

語
る
こ
と
に
よ
っ
て
ロ
ー
マ
劫
略
が
言
及
さ
れ
た
。
こ
の
難
に
直
面
し
た
文
化
人

は
多
い
。
コ
ロ
ッ
チ
も
例
外
で
は
な
い
。
コ
ロ
ッ
チ
に
関
し
て
は
研
究
上
必
要
な

重
要
文
献
が
揃
っ
て
い
た
だ
け
に
、
こ
う
し
て
よ
う
や
く
論
を
組
み
立
て
ら
れ
、

稀
覯
書
に
責
め
を
塞
い
だ
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
フ
ィ
チ
ー
ノ
の
文
脈
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
ヘ
ル
メ
ス
主
義
者
と
称

せ
ら
れ
る
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
は
、
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
六
世
の
教
皇
時
や
ロ
ー
マ
劫
略
勃

発
時
よ
り
も
二
〇
数
年
前
に
死
去
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
ゴ
ー
リ
ッ
ツ
や

コ
ロ
ッ
チ
と
違
い
、
小
著
に
そ
の
名
は
現
れ
な
い
。
コ
ロ
ッ
チ
が
資
料
文
献
の
生

き
た
蒐
集
家
と
し
て
、
あ
る
意
味
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
と
ゴ
ー
リ
ッ
ツ
の
そ
れ
ぞ
れ
の

世
界
を
繋
い
で
い
る
。
研
究
面
で
は
、
ゴ
ー
リ
ッ
ツ
は
と
も
か
く
も
、
ラ
ザ
レ
ッ

リ
の
ほ
う
が
近
年
コ
ロ
ッ
チ
よ
り
も
明
ら
か
に
進
ん
で
い
る
。
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
の

そ
の
刊
本
状
況
が
好
転
し
、
い
ず
れ
の
地
域
に
住
む
場
合
で
も
研
究
者
に
接
近
し

や
す
く
な
る
と
と
も
に
、
専
門
研
究
者
た
ち
の
成
果
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ

る
55
。
こ
の
機
に
論
点
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
に
し
て
も
、
ま
だ
ま
だ
ラ
ッ
ザ

レ
ッ
リ
を
総
合
的
に
描
き
切
っ
て
い
ず
、
別
稿
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

「
蚕
の
詩
」
と
い
う
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
離
れ
た
詩
一
編
を
特
に

問
題
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
生
前
印
刷
さ
れ
た
、
彼
の
唯
一
の
作
品
で
あ
り
、
広

範
な
人
間
関
係
を
樹
立
し
た
コ
ロ
ッ
チ
の
名
が
現
わ
れ
る
点
で
、
き
わ
め
て
興
味

深
い
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
本
論
で
は
ラ
ッ
ザ
ッ
レ
ッ
リ
と
コ
ロ
ッ

チ
の
関
係
と
そ
の
詩
の
内
容
に
幾
ら
か
な
り
と
も
迫
ろ
う
と
し
た
。
幸
い
に
も
、

養
蚕
の
主
題
ゆ
え
に
「
絹
」
の
世
界
性
ま
で
言
及
が
で
き
た
。
別
の
小
著
『
イ
タ

リ
ア
ル
ネ
サ
ン
ス
と
ア
ジ
ア
日
本
』
で
は
ヴ
ィ
ダ
に
こ
の
方
面
の
作
品
が
あ
る
と

既
述
し
て
い
た
。
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
以
後
の
こ
と
で
あ
り
、
ヴ
ィ
ダ
は
コ
ロ
ッ
チ
圏

に
属
し
て
い
る
。
本
論
で
は
こ
の
小
著
の
時
よ
り
も
か
な
り
具
体
的
に
な
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

絹
の
歴
史
は
専
門
研
究
者
た
ち
に
よ
り
文
化
的
に
も
経
済
的
に
も
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
ら
の
著
書
も
少
な
か
ら
ず
見
い
だ
さ
れ
る
。
何
度
か
指
摘

し
た
よ
う
に
、
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
に
限
ら
ず
、
幕
末
以
後
の
日
本
史
に
お
い
て
蚕

種
と
絹
糸
が
果
た
し
た
役
割
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

56
。
そ
れ
は
日
伊
の
近
代
的

歴
史
を
探
る
こ
と
と
も
な
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
の
ラ
テ
ン
語

作
品
「
蚕
の
詩
」
の
イ
タ
リ
ア
語
訳
が
二
種
類
現
わ
れ
た
の
も
、
一
九
世
紀
の
こ

と
で
あ
っ
た

57
。
高
ま
る
関
心
が
現
代
語
訳
を
促
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
本
論
が
扱
っ
た
時
代
に
あ
っ
て
蚕
が
ど
の
よ
う
な

精
神
史
的
意
義
を
有
す
る
か
は
未
知
の
ま
ま
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
に
重
な
る
キ
リ
シ
タ
ン
世
紀
の
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い

意
味
付
け
が
ラ
ッ
ザ
ッ
レ
ッ
リ
に
よ
っ
て
為
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
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ヨ
ハ
ン
・
ゴ
ー
リ
ッ
ツ
の
コ
リ
ュ
キ
ア
ナ
、
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
コ
ロ
ッ
チ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
、
ル
ド
ヴ
ィ
ー
コ
・
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
「
蚕
の
詩
」
―
ル
ネ
サ
ン
ス
思
想
圏
と
世
界

影
響
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
ヴ
ィ
ダ
の
同
主
題
の
作
品
の
精
査
が
為
さ
れ
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
し
、
蚕
へ
の
思
い
、
蚕
に
託
す
る
気
持
ち
は
今
後
と
も
調
査
を
深
め

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
ろ
う

58
。
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。
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aio, M
ichelangelo e la Controriform

a, Firenze, 1990 (1978) , 374-
375. 
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さ
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デ
ィ
ー
ニ
（
一

六
一
〇
‐
一
六
五
七
）
の
こ
の
伝
記
は
ラ
テ
ン
語
版
の
ほ
う
は
一
六
七
三
年
に
ロ
ー
マ
で

印
行
さ
れ
た
。

000-053224-縦-P09-23_根占献一様.indd   20 2024/02/28   9:57:56



― 21 ―

ヨ
ハ
ン
・
ゴ
ー
リ
ッ
ツ
の
コ
リ
ュ
キ
ア
ナ
、
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
コ
ロ
ッ
チ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
、
ル
ド
ヴ
ィ
ー
コ
・
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
「
蚕
の
詩
」
―
ル
ネ
サ
ン
ス
思
想
圏
と
世
界

37　
�『

新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
（N

ew
 Catholic Encyclopedia

）』
学
校
法
人
上
智
学
院
新

カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
編
集
委
員
会
（
代
表
高
柳
俊
一
）
研
究
社
、
一
九
九
六
年
、
第
一
巻
。

ウ
ル
バ
ヌ
ス
八
世
も
立
項
（
磯
見
辰
典
）
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、こ
こ
で
も
問
題
を
抱
え
、

「
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
」
事
典
と
は
思
え
な
い
叙
述
に
徹
し
て
い
る
。
石
鍋
真
澄
『
ベ
ル

ニ
ー
ニ
―
バ
ロ
ッ
ク
美
術
の
巨
匠
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
（
一
九
八
五
）
年
、
ロ
ー

マ
の
都
市
美
観
化
に
寄
与
し
た
ベ
ル
ニ
ー
ニ
（
一
五
九
八
‐
一
六
八
〇
）
と
と
も
に
教
皇

ウ
ル
バ
ヌ
ス
八
世
を
鮮
明
な
人
物
像
に
仕
立
て
て
い
る
。
な
お
、
石
鍋
に
は
次
の
書
も
あ

り
、
本
論
に
資
す
る
と
こ
ろ
、
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。『
教
皇
た
ち
の
ロ
ー
マ
―
ル
ネ
サ

ン
ス
と
バ
ロ
ッ
ク
の
美
術
と
社
会
』、
平
凡
社
、
二
〇
二
〇
年
。

38　

�

根
占
『
ル
ネ
サ
ン
ス
文
化
人
の
世
界
』、
四
三
頁
、
な
ど
。

39　

�A
ngela Frisen, Ludovico Lazzarelli’s Fasti Christianae R

eligionis: Recipient 
and Context of an O

vidian Poem
, in M

yricae. Essays on N
eo-Latin Literature 

in M
em

ory of Jozef Ijsew
ijn, edited D

irk Sacré and Gilbert T
ournoy, Leuven 

U
niversity Press, 200, 115-132. 

40　

�Lodovico Lazzarelli, Fasti Christianae R
eligionis. T

esto edito per la prim
a 

volta, corredato di apparato critico e di introduzione a cura di M
arco 

Bertolini, N
apoli, 1991, 516.

41　

�M
aria Paola Saci, Ludovico Lazzarelli da E

licona a Sion, Rom
a, 1999, 21. 

Poesie italiane, e latine di M
onsignor A

ngelo Colocci [e] raccolte dall’abate 
Gianfrancesco Lancellotti, 49, in testim

onianze onorevoli di diversi autori 
intorno alla persona, ed agli scritti di M

onsignor A
ngelo Colocci. 

42　

�L
U

D
O

V
IC

I L
A

Z
Z

A
R

E
L

L
I SE

P
T

E
M

P
E

D
A

N
I B

O
M

B
Y

X
 A

D
 A

N
. 

C
O

LO
T

IU
M

 H
O

N
E

ST
A

E
 IN

D
O

LIS PU
E

R
U

M
, in G

eorg R
oellenbleck, 

Lodovico Lazzarelli, O
pusculum

 de Bom
byce, in Literatur und Spiritualität. 

H
ans Sckom

m
odau zum

 siebzigsten Geburtstag, M
ünchen, 1978, 213

‐231, 

特
に225-231. 

コ
ロ
ッ
チ
が
「
子
供
」（puer

）
と
あ
る
。
さ
ら
に
以
下
の
巻
に
も
所
収

さ
れ
た
。Ludovico Lazzarelli, O

pere erm
etiche, a cura di Claudio M

oreschini, 
M

aria Paola Saci, e Fabio T
roncarelli. Edizione nazionale delle opere di 

Ludovico Lazzarelli I, Pisa e Rom
a, 2009, 99-109. 

続
刊
は
出
て
い
な
い
よ
う
だ
。

43　

�Paul O
skar K

risteller, M
arsilio Ficino e Lodovico Lazzarelli. Contributo 

alla diffusione delle idee erm
etiche nel Rinascim

ento, in Id., Studies in 
R

enaissance T
hought and L

etters, Rom
a, 1969, 221-247. Id, A

ncora per 

Giovanni M
erculio da Correggio, in ibid., 249-257. 

こ
の
両
論
文
の
初
出
は
そ
れ
ぞ

れ
一
九
三
八
，
一
九
四
一
年
で
あ
る
。

44　

�M
E

R
CV

R
II T

R
ISM

E
G

IST
R

I LIBE
R

 D
E

 PO
T

E
ST

A
T

E
 E

T
 SA

PIE
N

T
IA

 
D

E
I. P

IM
A

N
D

E
R

. Riproduzione anastatica dell’editio princeps, T
reviso, 

Geraert van der leye, 1471, a cura del lessico intelletuale europeo Centro di 
Studi del C.N

.R., Firenze, 1989. 

45　

�Frederic Purnell, Jr., T
he H

erm
etist as H

eretic: A
n U

npublished Censure of 
Foix de Candale’s Pim

andre, in Supplem
entum

 Festivum
. Studies in H

onor 
of Paul O

skar K
risteller, edited by Jam

es H
ankins, John M

onfasani, and 
Frederic Purnell, Jr., N

ew
 Y

ork, 1987, 525-533.

46　

�

根
占
献
一
「
フ
ィ
チ
ー
ノ
と
ヘ
ル
メ
ス
―
ル
ネ
サ
ン
ス
・
ヘ
ル
メ
テ
ィ
ズ
ム
研
究
」、
早

稲
田
大
学
大
学
院
『
文
学
科
研
究
紀
要
』、別
冊
六
、一
九
七
九
年
、二
〇
七
‐
二
一
六
頁
。

47　

�K
risteller, M

arsilio Ficino e Lodovico Lazzarelli, 239-240.

48　

�Saci, op. cit., 56, 

で
は
一
四
九
五
年
頃
と
し
て
い
る
。
一
四
九
五
‐
一
五
〇
〇
を
始
め
、

多
様
な
刊
行
年
の
提
案
に
関
し
て
は
、Lazzarelli, O

pere erm
etiche, 99 n.1

49　

�Frisen, op. cit. 

で
は
ラ
ッ
ザ
レ
ッ
リ
『
キ
リ
ス
ト
教
祭
暦
』（Fasti Christianae 

R
eligionis

）
の
変
遷
な
ど
が
丹
念
に
調
べ
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
注
三
九
に
挙
げ
た
通
り
、

今
日
、
大
作
は
刊
本
化
さ
れ
て
い
る
。
明
ら
か
に
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
『
祭
暦
』（Fasti

）

に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。

50　

�Saci, op. cit., 56

で
は
一
四
六
七
年
説
を
採
用
し
て
い
る
。

51　

�Lazzarelli, O
pere erm

etiche, 100-101

で
は
、
一
四
七
四
年
説
で
固
ま
り
つ
つ
あ
る
も
、

そ
れ
で
もpuer

を
指
す
年
齢
が
思
っ
た
よ
り
も
高
く
、
一
七
歳
や
は
た
ち
く
ら
い
ま
で
指

す
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

52　

�Roellenbleck, op. cit., 218.

53　
�LU

D
O

V
ICI LA

ZZA
RELLI SEPT

EM
PED

A
N

I BO
M

BY
X

, 230.
54　

�Saci, op. cit. 55-56. Lazzarelli, O
pere erm

etiche. 101. 

こ
ち
ら
も
同
じSaci

の
文
で

あ
ろ
う
。

55　

�A
 Critical Edition of D

e gentilium
 deorum

 im
aginibus by Ludovico Lazzarelli 

edited and translated by W
illiam

 J. O
’N

eal, Lew
iston and Q

ueenstone, 1997. 
W

outer J. H
anegraaff and Rund M

. Bouthoorn, Lodovico Lazzarelli (1447-
1500). T

he H
erm

etic W
ritings and R

elated D
ocum

ents, T
em

pe (A
rizona), 

2005.　

最
後
の
書
に
批
判
さ
れ
て
い
る
が
、Ludovico Lazzarelli, T

esti scelti, a 
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要
　
第
二
十
六
号

cura di M
irella Brini, Rom

a, 1955, 24-77, 

の
仕
事
は
出
発
点
の
ひ
と
つ
。

56　
�

根
占
献
一
に
よ
るT

he T
ravel Journals of M

athilde, Contessa Sallier de La 
T

our into the Interior of Japan, 1867-1870, edited and introduced by Giulio 
A

ntonio Bertelli, Euroka Press, c/o Edition Synapse, 2021, 2 vols

の
書
評
、『
イ

タ
リ
ア
學
會
誌
』
第
七
二
号
、
二
〇
二
二
年
、
一
一
七
‐
一
二
八
頁
を
参
照
の
こ
と
。

57　

�Lazzarelli, O
pere erm

etiche, 102.

58　

�

伊
藤
智
夫
『
絹
』、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
四
年
、
I
、
二
〇
一
‐
二
二
六
頁
。
同

上
、
二
〇
〇
六
年
、
II
、
二
九
六
、
三
〇
六
頁
。
こ
ち
ら
の
各
頁
は
イ
タ
リ
ア
に
言

及
し
て
い
る
例
で
あ
る
。
伊
藤
は
蚕
具
な
ど
の
図
、
ま
た
蚕
へ
の
思
い
、
な
ど
に
も

資
料
を
挙
げ
て
い
る
。「
蚕
へ
の
思
い
」
で
は
、
小
論
本
文
中
の
「
蚕
の
詩
」
と
の
彼

我
の
相
違
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
な
お
、L’arte della seta in Firenze. T

rattato 
del secolo X

V
 pubblicato per la prim

a volta e dialoghi raccolti da Girolam
o 

Gargiolli, volum
e unico, Firenze, 1868. 

本
書
二
巻
は
一
九
八
〇
年
の
復
刊
（Cassa 

di Risparm
io di Firenze

）
に
よ
る
。
博
捜
し
て
い
る
伊
藤
の
眼
に
こ
の
書
は
触
れ
な

か
っ
た
よ
う
だ
。

（
本
学
名
誉
教
授
、
星
槎
大
学
講
師
）
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